
 

 9

第３章 今後の小児医療体制の確保・充実に向けた基本的な方向性 

 
 本章では、第１章及び第２章で確認してきた八王子地域における小児医療の

現状やこれまでの取組、課題を踏まえ、今後、八王子地域の小児医療体制を確

保、充実させていくための方策について検討していく。 
 

１ 一次医療（外来医療） 

第２章でも述べたように、八王子地域全体の小児の外来患者数に占める

比率としては、診療所が 81.5%、一般病院が 9.8%、二つの中核病院が 4.0%、

八王子小児病院が 4.7％となっている。（「検討会まとめ」による。）八王子

小児病院が占める比率は低い水準ではあるものの、一定のボリュームを持

っている。 
東京都保健医療計画では、一次保健医療圏として区市町村を地域単位と

して設定しており、住民の日常生活に最も身近な区市町村の役割が重要と

なる。 
そのため、一次医療の役割分担という観点から、八王子小児病院の移転

後の一次医療については、引き続き市内の診療所を中心に役割を担ってい

けるよう、八王子市として市医師会に要請していく。 
 

２ 二次医療（入院医療） 

現在の中核病院の小児科の病床数は、東京医科大学八王子医療センター

が 16 床、東海大学八王子病院が 30 床であり、合計 46 床となっている。「検

討会まとめ」によれば、二つの中核病院と八王子小児病院を合わせた小児

の一日当たり入院患者数は 48.4 人となっているため、二つの中核病院の合

計病床数を 2.4 上回っている。 
二つの中核病院が八王子小児病院移転後の二次医療分すべての受け皿と

なる場合には、入院が必要な救急患者用の病床確保及び感染症患者用の個

室化などへの対応を考慮し、円滑な病床運営を確保していくという観点か

ら、二つの中核病院において小児病床数を増やす必要がある。 
そのため、二つの中核病院に対して、八王子小児病院の移転を見据えた

病床運営ができるよう、八王子市は小児病床数の拡充を要請してきたとこ

ろである。今後、二つの中核病院の小児科運営の拡充に当たり、施設整備

や機器整備について、八王子市と東京都は必要な支援を検討していく。 
   また、八王子小児病院の移転後は、八王子市における小児二次医療につ

いては、二つの中核病院が担うことになることから、これまで八王子小児 
  病院で診てきた患者を円滑に受け入れることができる医療体制を整えると

ともに、二つの中核病院と小児総合医療センター（仮称）との病院間相互

の連携を確固たるものにし、さらには二つの中核病院における小児医療の

専門性の向上を図るため、当分の間、東京都は二つの中核病院に専門医師

を派遣する。 
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３ 三次医療 

東京都は、限られた小児医療資源を最大限有効に活用していくため、清

瀬小児病院、八王子小児病院、梅ケ丘病院の三つの都立病院を統合し、現

在府中病院のあるキャンパス内に多摩総合医療センター（仮称）と一体的

に小児総合医療センター（仮称）を整備することとしている。 
ＮＩＣＵについては、現在、清瀬小児病院と八王子小児病院を合わせて

15 床設置しているが、小児総合医療センターではＮＩＣＵ24 床、ＧＣＵ48
床を整備する計画であり、Ｍ-ＦＩＣＵ9 床を整備する多摩総合医療センタ

ー（仮称）の産科部門と一体となって、「総合周産期母子医療センター」の

機能を担うことで母体搬送が可能となる。また、多摩地域が区部に比べ、

ＮＩＣＵの病床数が少ない中で、新生児搬送の必要性は依然として高いこ

とから、小児総合医療センター（仮称）に引き続きドクターカーを配備す

ることで対応していく。 
その上で、八王子小児病院移転後の高度・専門的な新生児医療について

は、多摩地域はもとより東京都の小児医療の拠点となる小児総合医療セン

ター（仮称）においてその役割を担うものとし、二つの中核病院と緊密な

連携を図ることで、三次医療提供体制の確保を図っていく。また、心臓血

管外科医療等その他の三次医療に相当する領域についても、小児総合医療

センター（仮称）との連携の強化など同様の考えの下に取り組んでいく。 
   さらに、二つの中核病院において、ＮＩＣＵを整備することについて、

八王子市は二つの中核病院と検討を行っていく。そして、将来的に二つの

中核病院がＮＩＣＵを整備する際には、八王子市と東京都は必要な支援を

行うことについて、検討していく。 
 

４ 救急医療 

(1) 小児準夜救急診療事業 

八王子小児病院が移転した場合、市内の医療機関がそれぞれの役割分担

の下で適切に対応することができるよう、八王子市の小児救急医療システ

ムを今までよりも強化していく必要がある。 
そのため、小児準夜救急診療事業については、実施場所を、現在の保健

センターから、後述する小児病院の跡地に整備する施設に移転させ、医師

会の協力を得て実施する。 
また、この施設は、初期・二次救急医療の振り分けを行う機能を持たせ

た診療所として整備し、入院が必要な救急患者については、迅速かつ円滑

に二次救急医療機関である中核病院につないでいく。 
さらに、三次救急医療を担う小児総合医療センター（仮称）との連携を

進めることで、小児救急医療体制を充実させていく。 
 

  (2) 小児ドクターカー等による小児救急搬送体制の充実 

現在、八王子小児病院には、障害があり、人工呼吸器を装着しながら、
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在宅療養を行っている患者も受診している。これらの患者の容態急変時

など、小児患者の緊急時に小児総合医療センター（仮称）に迅速に搬送

できる体制の構築が必要である。 
また、多摩地域が区部に比べ、ＮＩＣＵの病床数が少ない中で、新生

児搬送の必要性も依然として高い。 
そこで、現在、八王子小児病院にある新生児ドクターカー１台を小児

総合医療センター（仮称）に移転配備するとともに、新生児も搬送でき

る小児ドクターカーをさらに１台、東京都が小児総合医療センター（仮

称）に配備し、２台体制で運行する。また、昨年 11 月に運用を開始した

東京型ドクターヘリによる新生児の緊急搬送の検討も含め、多摩地域に

おける小児救急搬送体制を充実させる。 
 

５ 小児総合医療センター（仮称）との連携 

東京都が新たに整備する小児総合医療センター（仮称）は、小児に関し、

「こころ」から「からだ」に至る高度・専門的な医療を提供する、都にお

ける小児医療の拠点であり、地域の医療機関との連携の下で、その機能を

十分に発揮できるものである。 
このため、すでに述べた小児総合医療センター（仮称）への小児ドクタ

ーカーの配備や、中核病院への専門医師の派遣など、地域の小児医療シス

テムを効果的に機能させる中で、二つの中核病院をはじめとした八王子地

域の医療機関との役割分担を明確にし、小児総合医療センター（仮称）と

の連携を一層強化することにより、患者が安心して受診できる医療提供体

制を確立する。 
 

  【連携イメージ図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八王子市医師会 

中核病院 ② 

小児総合医療センター（仮称）

 

中核病院 ① 

新生児ドクターカー  

小児ドクターカー  

東京型ドクターヘリ  



 

 12

 

 ６ 八王子小児病院移転後の施設を活用した新たな小児医療体制等の整備 

 

   八王子小児病院移転後の八王子地域の小児医療については、地域の実状

を踏まえ、かつ、市民が安心して医療が受けられるよう、医療提供体制の

整備、充実が強く求められている。 

このため、八王子市は市民の期待に応え、八王子地域における新たな小

児医療体制等の確保に向けて、八王子小児病院の跡地、施設を活用し、小

児外来診療、重症心身障害児（者）通所事業及び小児準夜救急診療事業を

展開する。 

 

   (1) 小児外来診療及び重症心身障害児（者）通所事業 

         八王子小児病院の移転に伴い、八王子市は、これまで八王子小児病

院が担ってきた重症心身障害児（者）を含めた小児の外来診療を継承

し実施するとともに、重症心身障害児（者）通所事業などを実施する。 

   (2) 小児準夜救急診療事業 

     小児の外来診療を実施するに当たっては、４の(1)で前述したとおり、

現在、医師会の協力を得て、市の保健センターで実施している小児準

夜救急診療事業を八王子小児病院の跡地に移転整備し、初期の救急医

療も含めた小児の外来診療を総合的に提供できる診療所として整備

する。 

 

東京都は、八王子市が上記の事業を実施するに当たり、八王子小児病

院移転後の土地、建物を八王子市が取得することについて、最大限の支

援を行う。また、重症心身障害児（者）通所事業などを事業者に委託し

て実施する際には、事業者の事業計画を踏まえ、運営経費については八

王子市が支援するとともに、その経費及び八王子市が整備する施設、設

備等に要する経費について、東京都は必要な支援を行う。  

 

７ 今後の取組 

今後、八王子市及び東京都は、さらに支援内容の詳細を継続して検討し、

八王子小児病院が移転した後の八王子地域における小児医療体制の一層の

充実を目指し、相互に連携・協力していく。 


